



は じ め に



























ところで･- ,^タスは次のように述べている｡<1号-を 工m のうちⅠ
の資本家細 入として支出する毎分だとすれば･ Ⅰ(Y･号 )はつ,3に
廿(C+mC)よりも小さくなければtLら15い.そして.ⅡTnのうちの. どん
な地合にもⅡの缶本家Jg故がEI分で消ZlLrlけれほなら1い年分1.Jけ,･J､さ




- 比 X■`.'/礼 .,は一定の限界内に- れはTlらないといえよう｡ その海
田をまめ ⊂みよう｡
･1は り 恕 >烏
12はり恕 <土讃








主君 1 号 -,i .T 前=完了-｢ 両 ･,TTh >o (91
(1) 公x俊平氏は(1)をもって拡大再生産の亦J条件 は権もって部Ⅴ灸件とされてい
























の鶴合には･r▲34,r2-2･m工1 =･-1 ~･エ,FT ･y,Bl~･y2






















蔓慧 <崇 き･葺T,-豊 u9
mの開床を考慮すれば
弓短 く崇 !･七 一監 GD
か くて,拡大再生産そのものが可誰であるためには XlA(日.XIBE.)の串門
t一成比は次の笹凶にIiければTlらな いe




短 く 志 L･- "I- .,)l藍 -y-(1+gtk｡)1 の
u7)のEq係を考JEすれは
‡短 く志 [･1-y,(1-gx･,)riT-yLD(1一g.-,}] 伽
かくて. この時の拡大群生鎧の可rE灸件は次のようにな る o

































































するゞ 'r柴本の絶対的淵 生副 であるとされる,砧壌氏Ii再生産衣式飴を














































































御′の右辺の第 1項の係数 rl･gl(()-(i+m)は,0≦al(I)≦ 1である限り


















































迦 霊 や 一 ･r.A･g･NL･- (1･m,,y,A･患 .(l･- I,J･上
田′
田′の右辺の罪 1項の係数 LrlJ･glA(I-(1+m)l ほ常に負であるから.





xd=? "詣 慧 霊 長 朗

























































急速な発展が廉朋するとすれば.選には.拡大再生産の可能灸件 に よ -･'て

































哲 -(1･gl(.Jy】短 ･･gxl.-(,州 " y 2･ " 一駕 警
u3'
Wの右辺の第2嘆は明らかに負である机 Ⅹ】"/Xとt,の増大侯向が存 在
する取り,第 1項は増大し,その節 lJtIの増大によ っ て,努2功の負の要田



























恵 <毒 気 的


































































































動揺-価位変弧とは連うものとしてのそれ- '`_はかかわりがない か ぎ りで




界> (Men 】【･529)4)2点を指摘している｡ 又. <恐慌において現われ
つている.しかし,領 ■悪手状並>fl再生産書道の東洋規定によって鎚 される
ものである.この点について.僚石書彦氏も次のように述べておられる.<ます苛







































































































































(4) 山本正次井 r恐位投の基本問題J.r大東市大文武粁軌 ,1951.25ページ.
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